
［成果情報名］放射性 Cs/非放射性 Cs 濃度比で推定した表層土および下層土からの Cs 吸収割合 

［要約］圃場で栽培したアマランサスの導管液および土壌の放射性 Cs/非放射性 Cs濃度比を使って、

表層土からの Cs吸収割合を推定できる。下層土からの Cs吸収割合が高い場合には、地上部の放射性

Csと非放射性 Csの相関が低いため、非放射性 Csを放射性 Csの代替とすることはできない。 
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［背景・ねらい］ 

2011 年 3 月の福島第１原子力発電所の事故により、福島県および近隣地域の農地は放射性 Cs 

（134Cs+137Cs、以下 RCs）により著しく汚染された。RCs は、その多くが表層土に存在するが、非放射

性 Cs（133Cs）は土層中に均一に分布する。導管液中の RCs/133Cs濃度比は、土壌の RCs/133Cs濃度比を

強く反映するため、導管液および土壌の RCs/133Cs 濃度比を使って、表層土および下層土からの Cs 

（RCs+133Cs）吸収割合を推定できる。そこで、2013～2014年に福島県内の 3圃場で、Cs吸収力が高い

とされるアマランサス属の中の 2品種、「K4」（Amaranthus caudataus L.）および「メキシコ系」（A. 

hypochondriacus L.）を栽培し、圃場における表層土および下層土からの Cs吸収割合を推定する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．土壌の交換性 RCs/交換性 133Cs濃度比は表層土で高く、下層土で低い（表 1）。 

２．表層土からの Cs吸収割合（%）は、次式で求めることができる。 

表層土からの吸収割合＝（導管液の RCs/133Cs濃度比-下層土の交換性 RCs/交換性 133Cs濃度比）/

（表層土の交換性 RCs/交換性 133Cs濃度比-下層土の交換性 RCs/交換性 133Cs濃度比）×100。な

お、表層土と下層土の交換性 RCs/交換性 133Cs濃度比はそれぞれの平均値を用いる。 

３．表層土からの Cs吸収割合は、B1圃場、B5圃場および C圃場で、それぞれ 29％、7％および 81％

である（表 1）。 

４．表層土からの Cs吸収割合が低い B1圃場および B5圃場では、地上部および導管液の RCsと 133Cs

の相関は低いが、吸収割合が高い C圃場では、RCsと 133Csの相関は高い（図 1）。これは、RCsが

表層土に局在することに起因する。下層土からの Cs吸収割合が高い場合には、地上部の RCsと
133Csの相関が低いため、圃場試験において 133Csを RCsの代替とすることはできない。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．2013年および 2014年 5月末に 30日苗を定植した。8月、9月、および 10月初旬に 1区あたり 5

～15本の地上部を切断し、導管液を 7日間ビニール袋に採取した。施肥量は、60-26-0（N-P-K）

kg ha-1とした。 

２．Csの吸収は、土壌中の交換性カリ含量や根の分布などの影響を受ける。B1圃場および B5圃場で

は、交換性カリ含量が表層土で高く、下層土で低いため、表層土における Cs吸収が抑制される。

C圃場では、全土層で交換性カリ含量が低いため、根が多く分布する表層土で Csが吸収される。 

３．下層土からの Cs吸収割合は、これまで想定していたよりも高い場合がある。将来的に土層内を

浸透下降した RCsが下層土において吸収される可能性がある。 

４．導管液の RCsの分析には大量の試料が必要なため７日間採取を行ったが、液量や成分含有量は、

地上部の切除後から減少していく。液中の RCs/133Cs濃度比は、液量や含有量の影響を受けないと

考えられるので、表層土からの Cs吸収の割合の計算に影響はない。 



 

 

［具体的データ］ 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（松波寿弥、村上敏文） 
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† 数値は、全サンプルの平均値で、同じ列内で同じアルファベットを付した値は有意差がない。分散

分析有意後の Sheffé's Fテストによる (p < 0.05)。 
‡ B1圃場（RCs濃度 750 Bq kg-1）および B5圃場（同左 860 Bq kg-1）は、黒ボク土（東北農研福島

研究拠点の場内圃場）。C圃場（同左 3440 Bq kg-1）は、灰色低地土（福島県内の農家圃場）。 
¶ 2013年および 2014年のデータをまとめて分析した。 
§土壌は、交換性 RCs/交換性 133Cs濃度比。 

図 1 地上部および導管液の RCsと 133Cs濃度の相関 
●:8月、×:9月、△:10月の調査。それぞれ地上部を切断後、7日間導管液を採取した。小さいシンボルは、個体

サンプル、大きいシンボルは、合体サンプル(分析時間短縮のため複数試料を混合)。2013年は 8月と 9月のみ調

査。2品種の差はないので、分けずに表示した。 

表 1 地上部、導管液、土壌の RCs/133Cs濃度比（Bq kg-1） 




